


















































































































































































































































































































































































































































































中央美術学院美術副館長スーチェン・シ  ーSuchen 
Hsieh。2009年3月26日中央美術学院美術館にて面談
調査の際に出た話である。なお、同美術館は日本人建
築家磯崎新の設計で中央美術大学の付属美術館として
2008年10月に北京市に開館している。
国際的に活動する韓国人キュレーター。韓国の光州
市立美術館および光州ビエンナーレ、日本の森美術館
でチーフ・キュレーターを務めた後、2009年に6月ま
で上海のBand18でアートディレクターとして活躍。
「絵画の行進  中国表現主義絵画８人」展。2009年3
月中国美術館にて開催されていた展覧会で作品の内容
はモダニズムそのものであった。
「天津美術学院油画系教師作品展」やはり2009年3月
中国美術館にて開催されていた展覧会。天津美術大学
の教員の作品展である。近代的な絵画様式が主流とな
り、古典的な写実主義から抽象画、若い教員によるイ
ンスタレーション的作品まで幅広い作品内容が示され
ていた。
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